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れるため）。2 期の場合は①5:00〜10:00 と②7:00〜12:00 の 2 パターンを基本とした。時給水準はアスパラ






























































































































5月土日 8 10 11 9 4 6 7 8 14 7 8 8 13 6 6 2 127 7.9
5月平日 2 2 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0.4
　5月計 10 12 11 9 4 8 7 9 14 7 8 8 13 6 6 2 134 8.4
0
6月土日 10 14 8 12 8 5 4 10 12 9 19 8 26 1 13 0 159 10.6
6月平日 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0.2
　6月計 10 14 8 12 8 6 4 10 12 11 19 8 26 1 13 0 162 10.1
0
総計 20 26 19 21 12 14 11 19 26 18 27 16 39 7 19 2 296 18.5














1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
全日（8h） 3 4 4 4 4 8 6 7 6 5 7 8 6 6 6 4 3 6 4 3 4 7 6 5
午前のみ 0 1 1 0 3 2 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
午後のみ 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
残業有り 1 2 1 1 1 1
単純回数 4 7 5 4 8 11 7 7 6 6 7 8 6 6 6 5 3 6 4 3 4 7 6 6
フルタイム換算 3.5 5.5 4.5 4.0 6.0 9.5 6.5 7.0 6.0 5.5 7.0 8.0 6.0 6.0 6.0 4.5 3.0 6.0 4.0 3.0 4.0 7.0 6.0 5.5
単純回数
フルタイム換算
25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48
全日（8h） 10 6 9 7 5 6 6 7 8 7 7 9 8 4 5 9 1 2 4 11 6 0 4 4
午前のみ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0
午後のみ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
残業有り 4 3 4 2 2 1 1 1 1 2 2
単純回数 10 6 9 7 5 6 6 7 8 7 8 10 9 5 5 10 1 2 4 12 7 0 4 4





























































































が急減している）と最終作業従事日となった 6 月 22 日（土）〜23 日（日）のデータを比較した。右上端の










































集合時間 割合 作業開始時間 割合 作業終了時間 割合 解散時間 割合
〜6:29 22.8% 〜6:59 3.7% 〜16:59 22.8% 〜16:59 10.3%
6:30〜6:59 12.5% 7:00〜7:29 33.8% 17:00〜17:29 61.0% 17:00〜17:29 36.0%
7:00〜7:29 13.2% 7:30〜7:59 11.0% 17:30〜17:59 8.8% 17:30〜17:59 39.0%
7:30〜7:59 29.4% 8:00〜8:29 37.5% 18:00〜18:29 5.9% 18:00〜18:29 9.6%
8:00〜8:29 16.2% 8:30〜 14.0% 18:30〜 1.5% 18:30〜18:59 3.7%








































から確認すると、第 1 期事業と同様ほとんどが 1 年生・女性であり、学科は看護
がやや多くなっている。次に表12に農家・旬別作業従事回数を示した。農家によ







5月 最終従事日 変化 5月 最終従事日 変化 5月 最終従事日 変化
全く思わない 1.5% 0.0% -1.5 82.4% 25.0% -57.4 11.8% 8.3% -3.4
あまり思わない 5.9% 0.0% -5.9 14.7% 25.0% 10.3 50.0% 50.0% 0.0
どちらでもない 2.9% 50.0% 47.1 2.9% 41.7% 38.7 22.1% 41.7% 19.6
そう思う 36.8% 33.3% -3.4 0.0% 8.3% 8.3 13.2% 0.0% -13.2
とてもそう思う 52.9% 16.7% -36.3 0.0% 0.0% 0.0 2.9% 0.0% -2.9
5月 最終従事日 変化 5月 最終従事日 変化 5月 最終従事日 変化
全く思わない 19.1% 25.0% 6 2.9% 0.0% -2.9 33.8% 33.3% -0.5
あまり思わない 26.5% 33.3% 7 4.4% 0.0% -4.4 27.9% 25.0% -2.9
どちらでもない 29.4% 8.3% -21 19.1% 16.7% -2.5 23.5% 41.7% 18.1
そう思う 22.1% 33.3% 11 52.9% 58.3% 5.4 13.2% 0.0% -13.2
とてもそう思う 2.9% 0.0% -3 20.6% 25.0% 4.4 1.5% 0.0% -1.5
5月 最終従事日 変化 5月 最終従事日 変化 5月 最終従事日 変化
全く思わない 1.5% 0.0% -1.5 2.9% 0.0% -2.9 2.9% 0.0% -2.9
あまり思わない 1.5% 0.0% -1.5 7.4% 0.0% -7.4 4.4% 0.0% -4.4
どちらでもない 13.2% 0.0% -13.2 41.2% 50.0% 8.8 19.1% 16.7% -2.5
そう思う 55.9% 58.3% 2.5 48.5% 50.0% 1.5 52.9% 58.3% 5.4









A農家 B農家 C農家 D農家 E農家 F農家 G農家 H農家 I農家 J農家 K農家
5時〜10時 × × × ○ ○ ○ ○ × ○ × ×
7時〜12時 ○ ○ ○ × × × × ○ × ○ ○
8/10（土）〜18（日） 36 9 14 10 9 17 0 0 20 0 0
8/19（月）〜31（土） 62 13 26 20 13 24 33 20 25 7 5
9/1（日）〜16（月・祝） 38 16 24 19 10 17 11 23 20 16 10
総計 136 38 64 49 32 58 44 43 65 23 15
従事日数 38 38 38 25 32 32 22 28 38 23 15
1日あたり従事希望人数 5 1 2 2 1 2 3 2 2 1 1



















ピークとなっていた。従事日数は 15〜38 日間、同時参加人数は 1
〜5 名であった。参加のべ人数は少ないところで 10 数人日、多い
ところで 130 人日程度となっていた。次に表 13 から参加学生間の





















































農家・地域をしたい 37.0% 63.0% 0.0% 0.0% 0.0%
農業に興味があった 41.3% 52.2% 4.3% 2.2% 0.0%
農家との交流 43.5% 52.2% 4.3% 0.0% 0.0%
純粋にアルバイトとして 58.7% 39.1% 0.0% 2.2% 0.0%
学生生活・体験の充実のため 50.0% 39.1% 8.7% 2.2% 0.0%
就活の際に役立ちそうだから 10.9% 50.0% 26.1% 10.9% 2.2%
自身の専門に役立ちそうだから 15.2% 43.5% 26.1% 15.2% 0.0%













名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター 年報 第４号（通巻 38 号）（2020） 
いては本年度も調整の難しさという課題が残った。諸条件（参加希望数、学生のスケジュール、農家間の公
平等）を満たしながらスケジュール調整を行うことは事業担当者にとって大きな負担となっている。ただし、
この負担を公的組織が無償で行うからこそ、本事業が学生・農家にとって良いものとなっていることも事実
である（相互がボランティアの意識を持つ事ができ、過度なコストがかからないため労働力としてコストパ
フォーマ数を評価することも無くなる）。また、貸し出し・送迎を必要とする学生の特性等に合わせた状況を
考えると現状のような仕組みが「短期的」には最適解であると考えられる。特に第1期のようにチームを組
んで参加し、農作業等について全く理解のない学生が参加する場合には、本事業はフィッティングが良いと
思われる。ただし、第2期に関しては調整コストが大きいため、何らかの工夫が必要である。本年より1デ
イマッチングアプリによる農作業アルバイトが JA 道北なよろ管内で始まったため、そちらの動向にも気を
配りながら将来的な統合もしくはすみ分けを検討していく。 
以上のように課題はあったものの、農家・学生にとって一定の意義を見いだすことは出来たと考える。2020
年 1月 22日には、昨年に引き続きJAから学生への感謝の印としてもち米（もち）の提供を受け、無料でお
雑煮を振る舞うイベントを開催できた。地域農業・JAと大学・学生の関係性強化の一端となれば幸せである。 
なお、2020年度も農家・JAからの要望により、事業実施予定である。その際には、ここ2年間計画値しか
把握できていない第2期の作業従事について、データを集める工夫を行いたい。次年度も関係各団体と密接
に連携を取りながら、課題に取り組み、より良い地域農業と学生・大学の関係性構築に向けて、研究事業（3
年目）を進めていきたい。 
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